
＜「第２のふるさとづくりプロジェクト」成果報告会兼第12回有識者会議＞

令和7年度 採択事業者による今年度の取組紹介

資料２

令和8年3月9日(月)



地域名 福島県二本松市
事業者名 一般社団法人岳温泉観光協会

⾧く歩く道が、⾧く関わる人をつくる
火山とともに生きる湯のまちの実証
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「火山とともに生きる湯のまちから、歩いてつなぐ⾧く歩く道づくり」

私たちは、長く歩く道が、長く関わる人をつくると仮説し

「観光客を増やすのではなく、通う人を育てる」ことに挑戦しました。

■ 岳温泉の現状と数値で見る課題
全国的にも希少な火山性温泉地
（安達太良山から約8kmの引湯／湯守文化1200年以上）
宿泊者数：約20万人 → 14万人（▲約30％減） ※2008年頃 → 2023年（推計）
2011年の震災以降宿泊施設数：→25軒以上 15～17軒へ減少

安達太良山は全国有数の登山人気（YAMAPで3年連続東北1位を獲得）
しかし 来訪の多くは日帰りが中心
温泉利用・宿泊・地域消費への接続が弱い

登山道の大規模整備は⾧年未実施→ 活用と保全の両立が課題

人は来ているが、関係は残らない
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アプローチ｜火山と温泉をつなぐ地域愛着の設計

観光構造の転換
従来：日帰り登山・通過型観光→転換：滞在・再訪・関係人口創出型観光へ

地域愛 → 地域愛着の増加が地域愛を引き出す
地域愛 ＝「内からの誇り」
地域愛着 ＝「関係から育つ居場所感」
（来訪 → 体験 → 愛着 → 再訪 → 関与 → 地域愛（内外循環））

「歩く」ことを起点に、火山が育んだ温泉文化
登山道を支える自然保全や山麓の暮らしを一体的に体験させる設計

達成感ではなく、関係性をつくる
の活用に活用による

ロングディスタンスハイカーをターゲットにした
第２のふるさとづくりを目指した。

「火山とともに生きる湯のまちから、歩いてつなぐ⾧く歩く道づくり」
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ロングディスタンスハイカーは
⾧く歩くことを目的にする
文化・物語に感受性が高い
自分のペースで再訪する
環境保全への意識が高い
発信力がある
地域愛着が育ちやすい層

傾向を世界のロングディスタン
ス文化、みちのく潮風トレイル
から読み解く。

ターゲット

【旅マエ・旅ナカ・旅アト】

旅マエ
・自然センターによる発信
・受け入れ環境整備
（山旅タクシー；荷物配送等）
・世界基準の自然倫理共有と

人材育成（レンジャー・LNT
インストラクター）

旅ナカ
・VOLCANOツアー（源泉）
・セルフハイカー
・登山道保全体験ツアー
・親子・サイクルなど多様な
入口を用意し、メイン以外の
裾野を広げるチャレンジ

旅アト
・SNSアンバサダー（感動共有）
・寄付型商品応援
・再訪循環設計

ツアー ⇄ 登山道整備
・地域関係者フィードバックと

広域連携（福島市連携）

「火山とともに生きる湯のまちから、歩いてつなぐ⾧く歩く道づくり」
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「火山とともに生きる湯のまちから、歩いてつなぐ⾧く歩く道づくり」

磐梯朝日国立公園内の活火山帯とその火山の恩恵である福島市・高湯温泉から
二本松市・岳温泉をつなぐ日本でもここにしかない72キロのロングトレイル
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実施内容｜16の山旅プログラム
源泉ツアー
ウルトラハイキングレース
親子火山旅
Bike/Hikeサイクルツアー
登山道保全体験
視察・人材育成

多様な入口づくり

源泉ツアー 親子・山旅

ウルトラハイキングレース

BIKE/HIKE・サイクルツアー 山小屋ツアー登山道整備体験

①ボルケーノトレイル・火山旅

「火山とともに生きる湯のまちから、歩いてつなぐ⾧く歩く道づくり」
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「歩く人が自然に戻り、都市と地域を往復する“帰って来られるトレイル拠点”の
形成」と環境受け入れ整備

本事業では、ツアー参加者だけでなく、自分のペースで歩くロングディスタンスのセル
フハイカーにも着目し、受入環境を整備した。高湯温泉から岳温泉へと温泉を結ぶボル
ケーノトレイルのゴールに位置する安達太良・吾妻自然センターへの立ち寄りが増加。
前泊・後泊利用や山小屋プランの活用も拡大した。早朝送迎や情報発信、相談対応を強
化し、「歩いて帰ってこられる拠点」として機能し始め、再訪するハイカーが増えてい
る。

②ハイカーフレンドリーを目指す

「火山とともに生きる湯のまちから、歩いてつなぐ⾧く歩く道づくり」
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⾧く関わり地域愛着を生み出す人材育成の設計
【課題】 自然を活用し人が来るようになると、自然へのインパクトは増える

登山道整備・保全の担い手不足
行政・事業者・ガイド間で保全認識に差
がある。ガイド個人育成だけでは持続性
に限界

【転換】
ガイドを育てる → 守る仲間を増やす

【取り組み①】
登山道整備育成（民間レンジャー型）
レースボランティアの整備参加増加
活動参加 → 保全参加への循環形成

【取り組み②】
Leave No Trace (LNT)地域展開
LNT＝国際的な自然行動倫理（7原則）
対象を行政・受入団体へ拡大

成果 活用する人と守る人を分けず地域全体で保全を支える構造へ

登山道整備体験のサポートリーダー育成を目指した

地域事業者の意識合わせ・視点合わせを目指した

③人材×ネットワーク×保全の循環

「火山とともに生きる湯のまちから、歩いてつなぐ⾧く歩く道づくり」
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最大の成果｜変化
保全参加者がリーダーへ
セルフハイカーが他の仲間を連れて
再訪と再チャレンジ
来訪者のSNSや口コミから新規来訪
活用⇄保全の循環形成

「お客様」から「通いの仲間」へ

取り組みの成果（定量的なアウトプット）
① 山旅設定：16プログラムー参加者数：229名
② 宿泊を伴う来訪実績：517人泊
※再来訪者分を含む）
③ レンジャー育成：25名LNTインストラクター：10名
④ 関係事業者参画：17社
⑤ 期間中2回以上の来訪者：102名（再訪率40％）

■ セルフハイカー来訪成果
目標 10名 → 実績 17名（170％達成）
延べ滞在 28日／延べ宿泊 31泊
複数回訪問・仲間を伴う再訪を確認

【特徴】
平均3泊4日の縦走
岳温泉をゴール兼拠点として利用
前泊・後泊の増加
ツアーに依存しない自発的来訪

■ 全体成果と今後
再訪率 40％（目標45％）
複数回来訪者を確認
ツアー＋保全参加者が増加
ボランティア層の再訪率が高い

「消費者」から「仲間」への転換が始動
観光から、関わり続ける地域づくりへ。

観光から、関わり続ける地域へ。

「火山とともに生きる湯のまちから、歩いてつなぐ⾧く歩く道づくり」



地域名 千葉県 南房総市（岩井地区）・鋸南町
事業者名 BOSO WEST COAST協議会

房総西海岸を「挑戦の聖地」へ
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房総西海岸協議会です

a new hometown
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Ｒ７年度 ＢＷＣ協議会「第２のふるさと」活動概要

①ビーチ＆プールクラブで認知度向上

１
２

１

２②ローカルビジネスの仲間づくり
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元名ビーチクラブ×ＢＰＣ 「ＴＷＯ ＳＵＮＳ」（7/21、8/23）１
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ローカルビジネスキャンプ：多様なコンテンツで充実の二泊三日２
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取組の特徴 【１】集客方法

ターゲット
 クリエーター、経営者、ブランド

集客方法：地上戦
 ２～３人（経営、営業）が、アメリカ

ンクラブや白馬・ニセコのイベントに
出向き、１ドリンク付きのショップカ
ードを配布しInstagramサイト共有

ターゲット
 ローカルビジネスに関心がある誰か

集客方法：空中戦
 会⾧知名度を活かし、「ローカル・地

域」をキーワードに、渋谷＋オンライ
ンで集客ＰＲイベントを複数開催。

 様々な属性から手探りで集客。

①ビーチ＆プールクラブ ②ローカルビジネス１ ２

認知度が低い中、地上戦と空中戦で集客を工夫



17

取組の特徴 【２】旅アト

忘れられないうちに、また来てもらう工夫

①ビーチ＆プールクラブ１

オフシーズンイベント
 ＢＰＣで水温４０℃のWinterEscapeを展開
 「ここの場・雰囲気」好きのリピート促進

ローカル向けイベント
 「敷居が高い」と感じていた地域客の理解
 その後、旧中学校跡地で「同窓会」開催
 平日稼働率向上、地域雇用貢献への期待
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取組の特徴 【２】旅アト ②ローカルビジネス２
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Ｒ７年度 第２のふるさと・ＢＷＣ協議会の成果

取り組みの成果
（定量的なアウトプット）

延べ参加者数
目標528人：実績647人
（123%）

地域消費額
目標10,240,000円
実績9,496,000円（93%）

ローカルビジネス検討者数
目標３人
実績６人 (個人３、事業者３)

（200%）

取り組みの成果と課題
（定性的なアウトプット）

「ビーチ＆プールクラブ」により洗練された観
光地の認知度が向上し、近隣の土産物店や飲食
店への立ち寄り増加に貢献。
「ビジネスキャンプ」では、地域事業者と参加

者の関係が深まり次の来訪に繋がる、自然発生
的な動きが見られた。主催側とともに琴平訪問
など、参加者との交流深化が生まれた。
ビーチ＆プールクラブは、この雰囲気で過ごす

時間が好きな「場のファン」がリピート。ビジ
ネスキャンプは、この「人や地域資源ファン」
がリピート。
引き続き、認知度向上と関係深化の２本柱で適

切な来訪強化を図る。
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千葉県との連携強化：ビジョンマップ作成（農泊）
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中⾧期的な改善と発展















Thank you！



南砺の伝統・文化に触れ
「土徳」を体感する旅

地域名 富山県南砺市
事業者名 一般社団法人ジソウラボ
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富山県南砺市・ジソウラボ・イナミベース・南砺文化振興機構

南砺市は、富山県南西部に位置し、四季折々の豊かな自然
に恵まれ、日本の原風景と、古き良き日本の伝統文化・手
仕事の文化が今に色濃く残っている場所です。（散居村、
合掌造り）
冬は雪深く、春先の強風、かつては川の氾濫などが頻繁に
起きたことから、自然の厳しさの中で民衆が協力しながら
暮らしてきた歴史があります。この地域の営みや風土に感
銘を受けた、民藝運動の創始者である柳宗悦はその精神性
を「土徳」と名付けました。

プロジェクトを円滑
に進める体制構築



※3つのコースの共通プログラムとして南砺市内の既存の行事への参加を企画し、
参加者交流と、それぞれの要素から「土徳」を感じることが出来る設計とした。
○第1回【民藝】「りんどう忌」 at 光徳寺
○第2回【お祭り】「南砺獅子舞共演会 at 城端別院善徳寺
○第3回【食】収穫感謝祭の「土徳祭り」at 城端別院善徳寺
○第4回「お裾分け会」 at 城端別院善徳寺
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プログラム

・井波彫刻コース
・五箇山和紙コース
・福光麻布コース

30,000円（体験料のみ）
4回の通年プログラム
第1回 9/13-9/14
第2回 10/11-10/12
第3回 11/8-11/9
第4回 12/13-12/14

※夏季コース（学生向）



通年プログラム参加者／富山3名、東京2名、石川・兵庫1名 ※内学生1名
夏季集中参加者／京都1名（学生）、大阪1名（社会人）、金沢美大7名
ショートコース参加者／東京2名、新潟2名※親子参加、富山・石川・静岡各1名

当初設定した目標値には届かなかったが、現地でオペレーションしたメンバーや
参加者からは多すぎても交流が深まらないので人数としては適正だったのではな
いかという意見があった。
通年プログラムで参加できない日程があった参加者も日を改めて自発的に来訪す
るなど、参加者の熱量は高かった。
なおショートコース参加者のうち1名は前年度の参加者がおり、継続的な来訪に繋
がっている。
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参加者
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風景



風景
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参加者満足度アンケート



〈プログラム〉
手仕事を体験しながら地域の行事に参加することで地域性や、背景にある精神性を感じ
ることができたと考える。交流の深化を図ることが来訪につながる。
ショートツアーを設けることで次年度へのトライアルや、これまでの参加者の再来訪に
つながる機会創出に手応えを感じた。

〈受入体制〉
市内の各地域・団体の連携から地域内交流も深まり、自分達の活動へ糧となった。
連携や体制面でまだまだブラッシュアップできる余地がある。

〈課題〉
実証事例として前年度の方が参加者同士の交流の深度があったように感じたが、
理由として、前年度は全5回で参加者のブレストの回を中盤の３回目に企画したこと、
また、今年度はそれぞれ手仕事への興味が高かったことなどが考察できる。
今後はさらなる地域との交流を生み出す取り組みを実施して、反応検証してみたい。

〈今後〉
これまで出会った人たちとの繋がりも継続しており、今後も楽しみである。また新たな
挑戦として、南砺市とゆかりのある企業にも声をかけてみたい。
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ふりかえり



地域名 石川県七尾市
事業者名 能登DMC合同会社

のと物語
共に紡ぐ復興のストーリー
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地域の現状と解決したい課題

現状

課題

目指す姿

2024年元日の地震により甚大な被
害を受け、奥能登の人口約10%が
流出
復興の担い手が不足している

単発の訪問やボランティアで
終わってしまうケースが多く
「訪れる理由」と
「関わり続ける仕組み」が
不足している

関係人口の拡充
都市と地域をつなぐ中間支援体
制の構築
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事業実施内容の概要

「のと100」プロジェクトを拡張し
生産者との協業による持続可能なモデルを策定

アプローチ

ターゲット

仕組みづくり

20～50代の都市部在住者
社会課題に関心を持ち、自ら行動したい層

「旅マエ・旅ナカ・旅アト」の
各段階に応じた交流・支援の仕組み

（LINE、オンラインコミュニティ等）を構築
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運営体制

能登DMC合同会社
実施主体・全体取りまとめ

コンテンツ造成

株式会社御祓川
体験コンテンツ造成

一般社団法人
能登半島広域観光協会

Web, Instagramでの
情報発信

七尾市企画振興部
企画政策課

ふるさと納税との連携
七尾ファンクラブとの連携

株式会社丹青社
東京側事務局

企画ディレクション

株式会社 花咲爺さんズ
イベント企画

プロモーション

能登 東京
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取り組み① 旅マエ～Meet Upで現地の解像度と機運を高める～

東京でのMeet Up開催（8月、11月）
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取り組み② 旅ナカ～主体的に関わる共創プログラム～

のと物語ツアー（３回）とオーダーメイドツアー
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取り組み③ 旅アト～関係を深化・継続するコミュニティ運営～

LINEオープンチャットによるコミュニティ運営
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成果

定性的成果

• 「対個人」から「対企業」への展開可能性を確認
• 受け皿となる事業者と関心層を直接つなぐことができた
• 被災地の現状を共有し、共に未来を考える「復興のストーリー」への

共感が得られた

課題：
• 地域内での受入体制（コンシェルジュ機能）の更なる強化
• 関係継続のためのコミュニティ運営
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定量的成果
• プログラム、ツアー参加者:４回計49名
• Meet Up参加者:２回計56名
• LINEオープンチャットの参加者:76名
• オンラインランチ会開催:計４名

目標を大幅に上回る再来訪率（69％）と高いNPS（+69.2）を達成
最大の要因は、単なる観光体験にとどまらず、地域の生産者（能登新鮮組や山口水産
など）と直接対話し、作業を手伝う「共創的な関わりしろ」を提供したことにありま
す。
アンケートでは「地域の人との交流」の満足度が極めて高く、参加者が「客」ではな
く「仲間」として受け入れられたと感じたことが、継続的な関係性と高い再訪意欲を
生み出しました。

成果

実績目標指標
69%33%再来訪率

1,494,305円1,200,000円地域消費額（総額）
14,375円5,000円産品購入単価（継続）

76人50人継続関与意欲者
＋69.2＋40以上体験終了後のNPS
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課題と次年度以降の展開

課題

集客プロモーションに
向けて適切な

リードタイムの確保

再訪動機となり得る
地域資源の

継続的な提供と磨き上げ

マッチング後の
事業化ハードル

地域側の受入体制と
来訪者の興味関心の

バランス

地域住民との交流
不特定多数ではなく

意味ある関係性

滞在先の確保
移動手段の確保
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課題と次年度以降の展開

今後の展開

本年度の実証結果を踏まえ、単なる観光・体験から、
「地域課題解決・共創型プロジェクト」の実装へとフェーズを移行します。

• 企業・都市部人材との共創プロジェクトの実装（「共につくる」段階へ）
本年度のMeet Up等で生まれた「ITによる漁場管理」「規格外野菜の加工・販路開
拓」等のアイデアを具現化するため、プロボノや副業人材が継続的に関われる
プロジェクト組成を行います。

• 企業研修・越境学習プログラムの本格展開
科研費ツアー（大学・企業連携）の実績をモデルケースとし、都市部企業の研修
ニーズ（越境学習、チームビルディング）と地域の労働力不足（農繁期の手伝い等）
をマッチングさせる「課題解決型プログラム」を商品化します。



復興関係人口による
“心の絆”で繋がる第２のふるさとづくり

地域名 石川県珠洲市
事業者名 珠洲市役所 観光交流課
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プロジェクト概要

下記、３つのプロジェクトを実施いたしました。

農村魅力発信プロジェクト

珠洲市で高齢化が進む集
落での農業や里山の暮ら
しに触れながら、地域資
源を活かした商品開発や
企業を巻き込んだワーク
ショップ等を開催した。

観光拠点再生プロジェクト

道の駅「すずなり」の売
り場や案内機能の改善、
新たな観光導線の設計、
商品開発、情報発信等を
現場と協働で企画し実装
した。

珠洲神社支援プロジェクト

能登半島の最先端に位置す
る須須神社のブランディン
グ化を目的としてWEBサイ
ト制作を現場と協働で実装
した。

18名が参加し、計20回以上、述べ59名の訪問、計16回のオンラインMTGを実施
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参加者属性

65%

29%

6%

23%

24%
29%

6%

18%

21%

37%

42%

88%

12%

会社員

経営者・個人事業主

その他

20代

30代

40代

50代

60代以上

今回が初めて

震災ボランティア

その他

県外

県内

所属

年代 住まい

男性8割、女性2割の参加 県外：東京・⾧野・愛知・香川
県内：珠洲市、金沢市

計、18名に参加いただきました。
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実施内容と成果【農村魅力発信プロジェクト】参加者7名

 上黒丸地域の畑の草刈りや畜産農家の手伝い、住民との共同調理など地域の方との交流

 上黒丸産のかぼちゃや梅を活用した商品開発ワークショップを企画・実施
（大学生～80代まで総勢40名が現地参加）

 参加者の居住地（愛知県）で珠洲の産品を扱うアンテナショップの検討が始まるなど、
広域的な販路開拓の可能性

 上黒丸地域に住むおばあちゃんが作った手編みのどんぐり帽子を道の駅すずなり館で販
売開始

商品開発ワークショップの様子 ワークショップの様子が北國新聞掲載 農家さんのお手伝いの様子
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実施内容と成果【観光拠点再生プロジェクト】参加者7名

 地震で破損した箇所の再生や旧のと鉄道線路部分の除草を実施し、
景観保全と休憩スペースを設置

 情報掲示（チラシ等）の集約や観光案内所に置いてあったモニターを復旧させ、公式
SNSや緊急情報を常時発信できる動画制作と運営マニュアルの整備を行うことで業務効
率化の実現

 珠洲特産「えびすカボチャ」を活用したソフトクリームの開発において、作成・清掃時
間を大幅に短縮（約20分削減）する新方式の導入や、ソフトクリームのミックス比率向
上と単価アップにより、約1.3%の売上増の見込みへと繋がる

景観保全の様子 除草作業の様子 商品開発の様子



46

実施内容と成果【須須神社支援プロジェクト】参加者4名

 課題が山積みであった震災後の現状をヒアリングし、課題の優先順位を整理し、1～3年
目までのステップを明確化しロードマップを作成

 今後のブランディングとファン化の拠点として、公式WEBサイトの構築を提案し、歴史
やストーリーの再構築を行い、ディレクションから実装までを支援
（WEBサイトは作成中）

 参拝客の増加に加え、授与品の拡充やエリア美化への投資を通じて、持続可能な神社経
営のプロセスを定義

須須神社の郡司さんとのディスカッションの様子 参加者交流の様子須須神社の見学の様子
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今後に向けて

 参加者の属性やスキルに応じた役割付与と運営

 参加者に一任し、当事者意識（オーナーシップ）を醸成することで自走的な関わりを確立

。

1. 参加者の「自分事化」を促す環境設計

 案内・調整ノウハウを形式知化し、特定個人への負担を集中させない脱俗人化。

 今年度参加者がコーディネーターとなり次なる参加者を支える「自走型コミュニティ」へ

2. コーディネーターの負担軽減と「役割分散」

 コワーキングの宿泊化やトレーラーハウス導入など、機動的に確保。

 インフラを外部人材と共に創るプロセスで、地域への愛着を深化。

3. 滞在施設不足の解消と「共創型」拠点整備

4. 「自走化」に向けた挑戦と課題
 第２のふるさと会員制度や、プロジェクトの有償化などの検討

 一時的なイベントで終わらせないための「経済的自立」と「組織基盤の強化」が課題



旅するいきもの大学校！第二期

地域名 ⾧野県生坂村
事業者名 生坂村観光協会
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プロジェクトの概要
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「自然共生サイト」認定を目指し活動する

生坂村は令和4年6月26日に『生坂村ゼロカーボンシティ宣言』を行い、令和5年4月28日に

環境省 脱炭素先行地域に採択されました。いくさか『創造の森』は脱炭素の取組みに関する

啓発活動、及び生坂村の魅力を発信する生坂村の脱炭素を象徴するコミュニティの場です。

生坂の豊かな自然を通じて村内外の人々と農業体験をはじめとした体験プログラムを行うこ

とで、すべての世代が有機的につながる持続可能なコミュニティの創出を目指します。

令和６年度には観光庁 第２のふるさとづくりプロジェクトのモデル実証事業の採択を受け新

たなツーリズム開発としてリジェネラティブツーリズム「旅するいきもの大学校！」を実施

し観光庁「第2回サステナブルな旅アワード」の特別賞をまたJATA SDGsアワード 環境部門

優秀賞のW受賞をしました。

いくさか『創造の森』プロジェクトとは？



本事業の概要

2024年より開始された⾧野県生坂村を舞台に企業連携による再生型観光

いくさか『創造の森』リジェネラティブ・ツーリズム第2期
テーマは「地域と旅人が協働で未来をつくる＜リジェネラティブDAO＞ 」

W受賞の実績を持つこのプロジェクトが、ネイチャーポジティブと地域コミュニティ
の融合に挑む第二章へ。地域や企業、そしてあなたと共に“育てる旅”が始まります。自然
と共に生き、地域課題をみんなで解決するリジェネラティブ・ツーリズム。昨年度は生
物多様性や森林整備に取り組み、今年は一歩先へ─全6回のツアープログラムを通じて地
域と旅人が協働で未来をつくる「リジェネラティブDAO（分散型自律コミュニティ）構
想」に挑戦しました。この取り組みは、生坂村観光協会、クラブツーリズム、株式会社
フューチャーセッションズ、合同会社HiTTiSYO 、株式会社アスエク、株式会社レシカの
６つの企業がコンソーシアム形式で協力して進めています。それぞれの企業が持つ専門
性とネットワークを活かし、多角的な視点からプロジェクトを支援します。
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約半年間、全6回にわたるツアーを開催。ツアーでは地域課題である放置竹林の間伐や自然
保護活動を体験しながら、地域住民との交流、オンラインでの座学などを通じてネイチャー
ポジティブに資する活動を学ぶ。参加者はツアー終了後、「生坂村公式自然研究員(ネイチャ
ーフェロー)」に認定され、ツアー後も地域との関わりを続けている。

1. 生坂村公式自然研究員

4. 専門家によるガイダンス

全6回で開催されるツアー終了後には、参加
者を「生坂村公式自然研究員（ネイチャーフ
ェロー）」として認定し、彼らが地域の自然
保護活動に積極的に参加することを奨励。

立教大学 スポーツウエルネス学部・スポー
ツウエルネス学科の奇二正彦准教授を生物
多様性のメイン講師に迎える他、大地の再
生にはWAKUWORKS・和久氏を、薬膳学に
は中村氏を招き、専門講師を増員。学術的
な裏付けのある内容が提供された。

プログラムの特徴

3. 多様な体験の提供

生き物の生態や自然の知識を学ぶだけでな
く土中環境改善のアプローチ、自然フィー
ルドと心身の関係を薬膳学から学ぶアプロ
ーチなど、「いきもの大学校」というネー
ミングやブランドコンセプトを活かして、
よりアカデミックで多種な実践プログラム
を用意した。

2. 地域との交流

各回のツアープログラムに地元ゲストを招
き、トークディスカッションを行った。村
内の方々との交流を通じて、地域の文化や
課題について理解を深める機会が設けられ
ている。
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プログラムの詳細

第0回:7月31日（木） 20:00～21:00
場所:Venture Café CIC Tokyo 虎ノ門ヒルズビジネスタワー 15
階
登壇：株式会社レシカ クリス・ダイ／クラブツーリズム株式会
社 鈴木光希／合同会社HiTTiSYO 星野亜紀子
有識者：株式会社アスエク 市川隆志
ファシリテーション：株式会社フューチャーセッションズ
＜地域コミュニティ×DAOとは？-DAO組成による地域活性化の
可能性を探る-＞
地域活性化を促進するためには、
①産業および雇用の創出によるサステナブルな資本形成・経済
基盤の確立、交流人口(観光のみ)の増加だけではなく、
②地域発展を一緒に目指す関係人口を増やしていくことが求め
られる。
地方創生に向けては、「観光業」を強化することが地域課題を
解決するカギとなる。
脱炭素先行地域に採択された人口1,600人の村が取り組む＜リジ
ェネラティブDAO＞とは？
地域コミュニティ・いくさか『創造の森』の運営者よりネイチ
ャーポジティブに資するプロジェクト提案。
その後、参加者を募集。参加者多数の場合は先着順ないしは面
談を行い参加者決定。
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プログラムの詳細

❶第1回：9月4日・5日（土）～（日）1泊2日（現地開催）
Day1＜里地里山のネイチャーポジティブと薬膳学から学ぶ養生＞
1日目 集合：やまなみ荘（12時00分）
オリエンテーション：いくさか『創造の森』について（地域コミュニティ運営者）
昼食：やまなみ荘（弁当）
講座：ネイチャーポジティブとは
講師：立教大学准教授・奇二正彦氏
対話：翌日のフィールドワークを参加者と対話をしながら活動内容を決定
ファシリテーション：株式会社フューチャーセッションズ
講座：薬膳学から自身を知るワーク
講師：中村飛鳥氏
懇親会：いくさか『創造の森』でBBQ

Day2＜村内周遊ツアー＞と＜ネイチャーポジティブフィールドワーク＞
2日目
朝食：やまなみ荘（朝食7時30分）
午前中：村内周遊ツアー（村内の主要な観光名所訪問＋歴史探訪＋ぶどう狩り）
昼食：自由～移動～『創造の森』
午後：フィールドワーク-生物多様性に資する活動-（『創造の森』）
講師：奇二正彦氏
振り返り：株式会社フューチャーセッションズ
解散：17時
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プログラムの詳細
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プログラムの詳細

❷第2回：11月1日・2日（土）～（日）1泊2日（現地開催）
Day1＜里地里山の大地の再生＞
1日目 集合：やまなみ荘（12時00分）
講座：大地の再生 講師：和久倫也氏
ゲスト：建築家・遠野未来氏
対話：午後のフィールドワークを参加者と対話をしながら活動内容を決定
ファシリテーション：株式会社フューチャーセッションズ
移動～昼食：『創造の森』（弁当）
フィールドワーク：フィールドワーク-大地の再生-（『創造の森』）
講師：和久倫也氏
夕食：やまなみ荘（地元住民と懇親会）
アイスブレイク：薬膳学から自身の状態に合わせたティーブレンド 講師：中村飛鳥氏

Day2＜里地里山の大地の再生／『創造の森』のルールメイク＞
2日目
朝食：やまなみ荘（7時30分）
午前中：フィールドワーク-大地の再生-（『創造の森』）講師：和久倫也氏
昼食：『創造の森』（弁当）
午後：フィールドワーク-大地の再生-（『創造の森』） 講師：和久倫也氏
『創造の森』のルールメイク
講師：星野亜紀子氏
ファシリテーション：株式会社フューチャーセッションズ
解散：17時
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プログラムの詳細
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プログラムの詳細

❸第3回：11月23日（日）19時～20時30分
中間報告：前半戦振り返り&最終発表に向けての共有（オンライン）
プログラム内容：本日の目的と進め方の共有／Day1-4の振り返り／最終発表に向けての説明
尾井田さん活動計画発表／DAOについてレクチャーと可能性の共有／各自感想共有&質疑応答



59

プログラムの詳細

❹第4回：1泊2日（現地開催）
Day1＜DAO初期設計＞
1日目 集合：やまなみ荘（12時00分）
講座：DAOのルールメイク
講師：株式会社レシカ
ファシリテーション：星野亜紀子（合同会社HiTTiSYO）／株式会社フューチャーセッションズ
村内ゲスト：移住者（村議員／アーティスト）
夕食：ゼロカーボン事務局（地元住民と懇親会）

Day2＜いくさか『創造の森』ネイチャーポジティブに資するプロジェクト提案＞
2日目
朝食：やまなみ荘（朝食7時30分）
午前中：ネイチャーポジティブに資するプロジェクト提案
移動
昼食：『創造の森』（お弁当）
午後：ネイチャーポジティブに資するプロジェクト提案（『創造の森』）
ファシリテーション：星野亜紀子（合同会社HiTTiSYO）／株式会社フューチャーセッションズ
振り返り：株式会社フューチャーセッションズ
解散：17時
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プログラムの詳細
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プログラムの詳細

❺第5回：12月28日（日）19時～20時30分 オンライン
＜アクションプラン具体化＞
ファシリテーション：星野亜紀子（合同会社HiTTiSYO）／株式会社フューチャーセッションズ
プログラム内容
前半を振り返り、学びを共有し、プログラムで目指す方向性を全員で共に描く
Step1:ここまでの活動を振り返る（イントロダクション／チェックイン／ストーリーテリング）
Step2:自分たちで実践したい活動アイデアを膨らませる（グループ対話／チェックアウト）
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プログラムの詳細

❻第6回：1月10日（土）
第2期修了式＆2026年アクション計画（現地開催・オプショナルで懇親会付きの1泊2日）
集合：やまなみ荘（12時00分）～移動～『創造の森』
修了式：第2回「生坂村公式自然研究員」修了式典
・公式自然研究員任命式（村⾧による授与）
・餅つき交流
・旅のつづき：2026年創造の森アクション計画セッション

Step1：参加者の信頼感を高める
イントロダクション／チェックイン
Step2：参加者に自分で決めてもらう
全体対話／グループ対話
Step3：試作（プロトタイプ）してみる
クイックプロトタイピング／チェックアウト
ファシリテーション：合同会社HiTTiSYO／株式会社フューチャーセッションズ
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プログラムの詳細



取り組みの成果

再来訪者数

結
果

目標値：60名
実績：62人

が再来訪

消費金額

目標値：1,500千円
実績：1,089千円

地域内消費額：97千円

参加満足度・再来訪意向

参加満足度：93%
再来訪意向度：93%

ともに高評価

再
来
訪
に
関
す
る
F
A
分
析

アンケートおよび自由記述の分析から、再来訪に影響を与えた要因を因子抽出した結果、5つの主要因子が確認さ
れた。各因子の出現頻度を整理すると以下の通りである。

出現率該当ケース数内容因子
75%6/8人的ネットワーク・コミュニティ接続因子① 関係資本因子

12.5%(顕在)1/8（顕在）※潜在含むと複数居場所化・安心感・帰属意識因子② 心理的定着因子

87.5%7/8理解の深化・視座拡張因子③ 学習深化因子

62.5%5/8担い手意識・関与余地の認知因子④ 貢献・役割因子

50%4/8土地・人・自然への感情的結合因子⑤ 情緒的愛着因子

したがって本事業は、体験型観光の枠を超え、参加者を「共創者・担い手候補」として巻き込みながら、再来訪を
継続的に生むモデルとして有効に機能している。

本事業は、体験満足型観光モデルではなく学習深化と関係資本蓄積を軸とする参加者の担い手化を促す関係人口型
モデルとして機能していることが確認された。特に、継続参加者4名が全員4/4参加を達成している点は、再来訪動
機が内在化・固定化していることを示す明確な行動指標である。
再来訪の決定要因は、観光地としての魅力（景観・施設）よりも、①人との関係性（関係資本）と、②参加する意
味の深化（学習・役割・貢献）にある。
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第三者評価（総括）

いくさか「創造の森」は、単なる観光収益事業ではなく、生坂村の自然・文化・暮らしの価
値観を未来へ受け渡すための“地域の基盤（器）”として位置づけるべき事業である。短期的な
集客や施設整備を目的化するのではなく、立ち止まりながら成果を検証し、その意味を言語化
し続ける姿勢が中⾧期的成功の鍵となる。

現時点では、「生坂村は何のために観光を行うのか」「創造の森は何のために存在するのか
」という根本目的が村全体で十分に共有されているとは言い難い。目的が経済効果最大化であ
るならば、ハコモノ整備や大規模マーケティングも選択肢となるが、今日においては施設整備
のみで持続的集客を実現することは困難である。
一方、持続可能な地域づくりを目的とするのであれば、現在の開発中心型アプローチは再検討
の余地がある。これまでの取組では、生態系回復という軸は明確であったものの、それが村民
の暮らし・文化・食・無形民俗文化財とどのようにつながるのかという文脈が十分に可視化さ
れていなかった点が課題である。

特に重要なのは、村民自身の主体性の発揮である。創造の森の存在意義が村民間で共有され
ないままでは、事業としての持続性は確保し難い。外部人材や移住者だけでなく、⾧年暮らし
てきた村民自身がこの問いに向き合い、言葉にし、合意形成を図るプロセスが不可欠である。
今後は、村民が現地を体感し、率直に意見を交わす対話の場を継続的に設け、目的と将来像を
段階的にすり合わせていくことが望ましい。創造の森を地域内で“自分たちの場”として再定義
できるかどうかが、事業の成否を左右する。
以上より、本事業は拙速な拡大ではなく、理念の明確化と村民主体の合意形成を基盤とした中
⾧期的支援体制の構築が求められる段階にあると評価する。
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課題の解決方法

まず、主体性が出ないのは村民の意欲不足というより、

 そもそも「何のための創造の森か」が腹落ちしていない

 参加しても決定権がない（＝“手伝い”にしかならない）

 成果が見えない／評価されない

 関わり方が分からない（役割が曖昧）

 村民の生活の延⾧線にない（外部の活動に見える）

この構造があるから。

「村民主体性が発揮されない状態」の原因

最も効果的と思われる解決策

① 「村民が語れる問い」をつくる（理念の共通言語化）
② 村民を「参加者」ではなく「編集者」にする
③ 「村民が主役の小さな成功体験」を最速で作る



具体的な解決アイデア

いきなり「創造の森のビジョンを
作りましょう」だと抽象的すぎて
失敗します。

村民が語りやすい問いに落とすの
がポイント。

例：
「子どもに残したい生坂ってどん
な村？」「昔の生坂の山・川はど
うだった？」「生坂の誇りって何
？」「観光客に来てほしくないの
はどんな人？」「村の外に伝えた
い“暮らしの知恵”は何？」

これを座談会形式（飲み会形式で
もOK）で複数回やって、語られた
言葉を記録し、整理して「村の言
葉」にしていく。

主体性は“会議”ではなく、“語り”か
ら生まれます。

主体性が出ない最大要因は、村民
が「運営の外側」に置かれること
です。

だから村民には、手伝いではなく
「何を残すか」「何を見せるか」
を決める編集権を渡します。

具体的には、

• 里山再生で何を優先するか（景観
/山仕事/農地/獣害対策）

• どの文化を観光に載せるか（おて
んま/祭り/食/山仕事）

• どこまで観光客を受け入れるか（
線引き）

• この編集を担う「村民編集会議」
をつくるのが効果的です。
（月1回×90分くらい）

主体性は理念ではなく、成功体験
の積み重ねで生まれます。

おすすめは「1回完結で達成感が出
る企画」。

例：
• 村民が先生になる「暮らしの技体

験」（味噌・漬物・薪割り・山菜
）

• 「昔の水路を歩いて語る」ツアー

• 獣害対策の現場見学＋村民の話

• 舞台引きの準備の見学と対話

• 「創造の森で一緒に火を起こして
飯を食う会」

ポイントは、外部が“教える側”では
なく、村民が“伝える側”になる設
計にすることです。

① 「村民が語れる問い」をつくる ② 村民を「参加者」ではなく「編
集者」にする

③ 「村民が主役の小さな成功体験
」を最速で作る



地域課題解決型観光開発
和歌山モデル調査・検討事業

地域名 和歌山県和歌山市
事業者名 地域課題解決型観光開発和歌山モデル協議会



体制 地域課題解決型観光開発和歌山モデル協議会

株式会社和み（申請主体）

• 空き家再生、ゲストハウス運営、地域調
整、全体管理

大阪観光大学

• モニターツアーへ学生派遣・セミナー講
師派遣、セミナー運営

クラブツーリズム株式会社

• モニターツアー募集、セミナー講師派遣、
アンケート調査

一般社団法人観光立国プラットフォーム

• インプリージョン、おてつたび、aubBiz
モニターツアー募集、アンケート調査

実績
（目標）

60人
（60）

のべ参加
者数

106人泊
（90）

内宿泊伴
う来訪者

18人
（15）

重複除く
来訪者数

1,054千円地域消費
額

その他協力団体
和歌山県
和歌山市
和歌山市観光協会
和歌山電鐵
NPOさんどう
ANTA和歌山県支部
和歌山リビング新聞
など
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和歌山県・和歌山市の観光における地域課題

空き家率
和歌山県全体 21.2%
全国ワースト ２位

人口

県全体 約87万2,359人
和歌山市 約350,911人

※令和7年4月1日時点

日帰り客 約27,019千人

（日帰り率：約84%）

令和5年 観光入込客総数

約31,941千人

観光消費単価

日本人国内旅行 7,422円/人
※全国平均44,034円（2023年）
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５つのターゲット別にモニターツアーの実施

A：親子釣り教室
ゲストハウス滞在 仕
掛け作りから魚捌き体
験そして船釣りまで親
子で学ぶ4回コース
（株）インプリージョン

B：おてつたび
４回異なる「お手伝い」、空き家再生、
ホテル、NPOのイベント、居酒屋の4回
コース

E：大阪観光大学学生
観光学特別演習、地域連
携実践型プログラムで空
き家再生などを体験

C：テレワーカー
テレワークと熊野古道をセット
ローカルテレワーカー
育成セミナーも開催
株式会社aubeBiz

D：旅のヘビーユーザー

旅慣れた都市圏ユーザー
に背景を知り応援する旅
を体験
クラブツーリズム株式会社

都市圏の企業・コミュニティとの連
携を重視、B2B2Cの共創型で持続可
能な観光地域づくりを目指す！
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「旅を深める」ために旅マエ講座を充実

オンラインでの旅マエ講座
のべ168名が受講

オフラインでのPRセミナー
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プランA 親子釣り教室

「魚を釣る」のが目的ではなく「『釣り』を学ぶ」プログラム
仕掛けづくり、撒き餌づくり、投げ方、魚の調理法（さばき方）
⇒最終回（第4回）で主婦が70㎝のぶりをゲット！

★和歌山市内から10分で船釣り乗船場という恵まれたロケーション
★★魚の調理してお土産にでき、夕食の準備不要が主婦の味方
★★★主婦が70㎝のぶりをゲットするとマンションを探しだす！

ビギナーズラックの精度を高めると「特別な思い出の聖地」に
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プランB おてつたび

50代主婦（初）、30代女性（3回目）、20代男子学生（初）が参加
【申込傾向】
・定員3名に対し、5～7名の申し込み、4回通うモデルでも人気があった。
・居住者は関西圏であり、和歌山市として近隣区間での参加となった。
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プランB おてつたび

【評価関係】
・相互レビューから、スタ
ッフの親切さやコミュニケ
ーションが取れているかで
参加したおてつたび先・地
域への評価が分かれる。

・移動時間などの勤務時間
外で地元の人とのコミュニ
ケーションから、立ち寄り
場所の発掘や実際の周遊に
繋がるケースがあり、その
点通常の観光では訪れられ
なかった場所への来訪に繋
がった。

・4回とも違う仕事内容で
あったが、問題なく就業を
終え、貴重な体験としての
評価に繋がった。
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プランC テレワーカー

「テレワーカー」が地方に行く理由
⇒そこに「テレワーカー」がいるから
ローカルテレワーカー育成
⇒そこから始まる都市圏との関係

・ローカルテレワーカー講座は
22名が参加
・モニターツアー全4回のべ14名
が参加
・最も消費額が高い＠28,231円
・テレワークも1件獲得

Q1:和歌山市の関係人口を増加さ
せるため、全４回の参加をセッ
トにしたワーケーションプラン
が次年度企画された場合、その
プランに参加したいと思われま
すか？
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プランD 旅のヘビーユーザー

60歳代女性3名参加
大阪府、兵庫県在住
1泊2日の4コース

【第1回10月29日-30日】
熊野古道紀伊路と和歌山城

【第2回11月19日-20日】
熊野古道紀伊路と日本遺産
和歌の浦

【第3回12月17日-18日】
紀国神話の里と港町・加太

【第4回1月7日-8日】
たま駅⾧初詣と戦国時代の史跡

「クラブツーリズムキャスト」が関心のもつコンテンツとは？
都市圏の旅好きが地方へ観光投資して関係人口にならないか？
熊野古道紀伊路の世界遺産追加登録は関心あるか？
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プランD 旅のヘビーユーザー

世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」登録エリア
2004年世界遺産登録（青線）・2016年軽微な変更（赤線）
ガイドナビゲーター小野田真弓氏
（熊野古道を世界遺産に登録する準備会運営代表）
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プランD 旅のヘビーユーザー

クラブツーリズムキャストは
熊野古道紀伊路が79.3％
続いて日本遺産和歌の浦40.4％
定番の和歌山城（4位）
和歌山マリーナシティ（9位）
観光資源は「住民」と
「ヘビーユーザー」で
ギャップあり

Q３:和歌山市では地域ファ
ンドを計画中です。空き家
再生のホテル開発などに出
資し、出資者が宿泊できる
仕組みを検討しています。
このような取り組みに興味
ありますか？

興味のある層は約6割と多い
出資検討者は2割前後

Q２:和歌山市で観
光したい観光資源
はどれですか？
※全体アンケート
（複数回答可）
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プランE 大学生観光開発

日本人学生2名と外国人留学生1名が参加
空き家再生（古民家清掃）、和歌山電鐵（清掃・調査など）、地域
イベント準備・運営（NPOのサポート）を4回実施、のべ17日間

人気体験（1位）古民家清掃 （2位タイ）その他の体験
特に中国人留学生は古民家再生に興味が高い！
受入側も留学生への評価が高い！
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アンケートの実施

Q５:滞在したい宿泊施設は？
A：民泊やシェアハウスなど
多様な滞在ニーズが存在

Q４:将来的に、和歌山
市に「複数回来訪（二
地域居住）」や「移住
」をすることに関心が
ありますか？
A：半数以上が二地域居
住や移住への関心あり

Q６:居住場所以外に、年に複数回
訪問すること、または、複数拠点
で生活することに関心は？
A：関係人口は2割、潜在的な関
係人口の割合は約54%

【アンケート実施先】総計：478件
①クラブツーリズム（193件）②
aubeBiz（50件）③おてつたび会員
（17件）④おてつたび学生（59件）
⑤大学・Templat（47件）⑥インプ
リージョン（102件）
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まとめ（地域課題解決型観光開発で和歌山市を考える）

・「観光地の魅力」×「アクセス」を幅広い層に届けることが必要

・「担い手活動による地域貢献」から「地域を知る」ことで地域への愛着
度を高めることに繋がる。事前学習（旅マエ講座）も重要。

・4回以上のプランでは、人気の高い春・秋を取り入れ、休暇の取りやす
い夏・秋で日程を増やすのも有効と想定。酷暑対策も重要。

①春（2泊3日）→② 夏（3泊4日）→③ 秋（3泊4日）→④ 冬（2泊3日）

・観光地としての「魅力が高い× 担い手活動」による地域貢献
→ 観光地分散の観点でも新たな層の取り込み、関係人口化が見込める

・観光地としての「魅力が乏しい × 担い手活動」による地域貢献
→ 地域貢献から地域を知り、リピーター層の拡大＋関係人口とともに地域
プロデュースが有効



地域名 広島県三原市
事業者名 株式会社まちづくり三原
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はじめに

■取り組みの成果（定量的なアウトプット）
・コミュニティ（DAO）登録者数：378名増加
・延べ来訪者数：296人（内、再来訪96人）
・地域外の担い手創出：12名
・地域消費額：1,189,327円
・経済波及効果額： 1,934,327円
(地域消費額に地域貢献活動の工数の費用の合算額)

✕ ✕



三原市って？

季節ごとにお祭りが新幹線駅周辺（徒歩５分圏内）に集まっているまち
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背景

まちの担い手が減少
踊り手も減少

地元
市外県外

地域を知りたい！
課題解決したい！
お祭りに関わりたい！

～WEBアプリ「MACHIDUCREW DAO」を使い～
市外の人が担い手になりながら楽しめるお祭り体験ツアーをスタート
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旅マエ

旅マエに活動していると地域貢献度トークン「YASSA」が溜まり様々な特典に交換へ！
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旅ナカ（体験）

「手伝い」から「踊りで出場」、そして受賞結果待ち・・・・を体験
その体験を報告すると「YASSA」も溜まっていく！
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旅ナカ（DAO）

特典と交換できるもの、他にも、お祭り出店権なども？

89



旅アト：振り返り

改善点や感想などをあげていくと、「YASSA」も溜まる。

参加証明書NFT発行 DAOで振り返り！
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旅アト：振り返りと次回のお祭りへ

そして、貯めたYASSA交換を次回のお祭りへ活かすことで再来訪へ！
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２回目のお祭り（浮城まつり）

再来訪の参加者含めて、浮城まつりのツアー実施。
お祭りとお祭りの間に来訪されたり、浮城まつり後に多くの方がイベント外に再来訪

。



改善と今後（１．デジタルデータ分析を活かした戦略を！）

今年度のデジタルデータ分析を
活かした集計と戦略を！

DAOを活用することで、お祭りに来た方が再来訪をカウントできたなどDAO
ならではのデータ集計をすることが出来た。
一方、利用者のクエストや特典交換の時間や内容、そしてユーザーの属性をデータと
して蓄積することが出来たので、これらを活かした戦略を来年度に活かす！
例えば、クエストで言えば、発行のタイミングは２０時頃が一番反応が良く、
内容については、ログインやクイズ、提案が喜ばれ、特典交換は物品よりも体験や
お金では買えない現地ならではアイテムや称号、NFTが大事であるなど。



改善と今後（２．広域連携で広くとゆるく！）

広域連携で広くとゆるく！

２つのお祭りでのアンケート結果によると、共通して、「短期間でじゃ周りきれな

い」「もっとゆっくりできる時間」「しまなみ海道があるから、三原もついでに」な

どの意見が多かった。

詰め込みは、ふるさとを感じるには遠のくと考え、「ゆるくまちを触れる時間と機

会づくり（マップやおすすめの人に会いにいくなど）」と「交通の良さを活かした三

原周辺の魅力を武器に広域でのツアー」を来年度にはチャレンジしていく。
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改善と今後（３．第２の“先輩”ふるさと体験を！）

昨年度、お祭り２回目の参加者が、初めての参加者へ「僕、地域を変わりに案内します

ね！」と、運営の代わりに動いてくれた方がいました。

お祭りへ訪れる度に２，３回と訪れるからこそ担える役割があると感じ、それを「意識

した体験づくり」をすることで、本当に新たな担い手＆２，３回目ならではの体験につな

がると考え、来年度はチャレンジしていきたいと思っています。

地域案内人、お祭りスタッフリーダー、１つの企画担当者などを作り上げていきたい。

第２の“先輩”ふるさと体験を！
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地域名 北海道洞爺湖町
事業者名 株式会社渡辺梱包企画

「トーヤの森」における実証事業



トーヤの森・洞爺湖町

トーヤの森

温泉街

水の駅

トーヤの森：洞爺湖をのぞめる森林

洞爺湖町

札幌市

北広島市



プログラム① 森林整備プログラム【林内】

✓ 森林作業道の専門的な研修
から

✓ 道のレーキ掛け体験など
森を初めて知る企業向けの研修
まで
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プログラム① 森林整備プログラム【森を街に】

✓ 森の素材を街に持ち込み
飾り付けるワークショップ

✓ 古民家を、地域の協力に
よってお借りした



プログラム① 森林整備プログラム【森を街に】

✓ 林業のドキュメンタリー映画を上映
✓ 研修企業だけではなく、地域の方にも

声がけして、多くの方が参加
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プログラム② ネイチャーポジティブ企業研修

✓ 自然共生サイト登録予定地において生物調査を体験
✓ 専門家によるネイチャーポジティブ研修
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プログラム③ ブッシュクラフト講座プログラム

✓ 直火で行う焚き火等のアウトドア講座
✓ キャンプ場等では一般的に禁止だが、トーヤの森であれば可能



プログラム④ 試行プログラム（定期的開催open-dayなど）

open-day 9月
ワーケーション試行
（蚊帳の中でデスクワーク。意外に捗るとのこと）

open-day11月
森の素材集め
（木育イベントで使用したとのこと）

✓ 「open-day」定期的プログラムを
試行



企業

【得られた知見①】訪問に導く動機付け

オーダーメイド（自由さ）より
企業に刺さる案の提示（プランニング）が有効

従来とは異なる、環境配慮・体験重視型の
プログラムは観光や滞在の選択肢の幅が広がる

ネイチャーポジティブへの参加
機会は、企業にとって関心ごと

森に入って行うプログラムは、
企業として、
森で・森と・森に何ができるか
考えることに繋がる

将来的な
アクション
の可能性

個人

企業ならではの動機
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【得られた知見②】参加前後での心境の変化

非常に
愛着がわいた

愛着が
わいた

少し愛着が
わいた

従来から
愛着がある

0 5 10 15 20 25

温泉

景色・自然

ご飯

トーヤの森・林業

関係者・地域との交流

その他

理由

従来の
観光要素

人とのつながり、
美味しい等の
五感が生む
個人的な感動が
愛着を増進
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【得られた知見③】トーヤの森におけるモデル式

企業
としての
参加動機

個人
としての
感情の揺れ

業務効果等を
感じるプログラム
であること

地域や関係者の
想いで、人の心に
訴えること

企業版
第２の
ふるさと

愛着をもって
継続的に
来訪すること
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うらほろアカデメイア2.0

地域名 北海道十勝郡浦幌町
事業者名 一般社団法人 十勝うらほろ樂舎



1.一般社団法人十勝うらほろ樂舎について

2.観光庁企業版第２のふるさとづくり採択事業
うらほろアカデメイアについて

3.目指すことや今後について

Copyright © 2025 一般社団法人十勝うらほろ樂舎 All Rights Reserved.

目次
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次世代につながる地域社会のモデルをつくる

Copyright © 2025 一般社団法人十勝うらほろ樂舎 All Rights Reserved.

1.一般社団法人十勝うらほろ樂舎について
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1.一般社団法人十勝うらほろ樂舎について-事業紹介
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2.観光庁企業版第２のふるさとづくり採択事業うらほろアカデメイアについて
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2.観光庁企業版第２のふるさとづくり採択事業うらほろアカデメイアについて



Copyright © 2025 一般社団法人十勝うらほろ樂舎 All Rights Reserved. 113

2.観光庁企業版第２のふるさとづくり採択事業うらほろアカデメイアについて



今年度内には5回、事業期間内には4回実施。
初の試みとしてCHRO回を開催、

１ ２ 4 5（5/23～5/25） 7/3～7/5
CHRO会 9/18～9/20 10/9～10/1137/31～8/2

Copyright © 2025 一般社団法人十勝うらほろ樂舎 All Rights Reserved. 114

2.観光庁企業版第２のふるさとづくり採択事業うらほろアカデメイアについて



企業リピート率
約30%

参加者年齢
平均値 45.3歳
中央値 45.5歳

延べ参加団体数
57社

（事業期間内
には35社）

延べ参加者数
96名

（事業期間内
には43名）

「研修を通じた
情報交換を

望む」
100%

ホスピタリティ
満足度
4.87点

（5.00点満点）

研修満足度
4.95点

（5.00点満点）

実施回数
10回

（事業期間内
には4回）

Copyright © 2025 一般社団法人十勝うらほろ樂舎 All Rights Reserved.

2.うらほろアカデメイアについて-数字から見る実施実績
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1/15にはうらほろアカデメイア カンファレンスを開催。
合計71名の参加、過去アカデメイア参加者のうち半数が参加。
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2.観光庁企業版第２のふるさとづくり採択事業うらほろアカデメイアについて



1/15にはうらほろアカデメイア カンファレンスを開催。
合計71名の参加、過去アカデメイア参加者のうち半数が参加。

Copyright © 2025 一般社団法人十勝うらほろ樂舎 All Rights Reserved. 117

2.観光庁企業版第２のふるさとづくり採択事業うらほろアカデメイアについて



この他にも、住宅・電子機器・飲料・メディア・ＩＴなど様々な業界から、
大企業からスタートアップまで幅広くご参加いただいております。

Copyright © 2025 一般社団法人十勝うらほろ樂舎 All Rights Reserved.

2.うらほろアカデメイアについて-参加企業から見る実施実績
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第0期から8名アカデメイアにご参加いただく株式会社インフォマートが
複数回来町しモニターツアーを実施。

「環境再生型農業（リジェネラティブ農業）」に関する販路開拓や
研究開発の両面から協働。浦幌町への企業版ふるさと納税寄附や

十勝うらほろ樂舎のリジェネラティブ基金へ寄附もしていただく。

Copyright © 2025 一般社団法人十勝うらほろ樂舎 All Rights Reserved.

2.うらほろアカデメイアについて-地域と企業の連携の創出

119



2025年10月第9期参加者の野間 幹子さん（国分グループ本社
執行役員 社⾧室⾧ 兼 サステナビリティ推進部⾧）が、

2026年1月より十勝うらほろ樂舎へ出向。
企業として『食の未来』の問いを構造的に捉え直す。
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2.うらほろアカデメイアについて-地域と企業の連携の創出
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Copyright © 2025 一般社団法人十勝うらほろ樂舎 All Rights Reserved.

3.目指すことや今後について-人口減少時代においても持続する地域
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親子留学を2026年より開始。うらほろアカデメイア含むこれまで企業の関係
人口を親子・家族としても来ていただけるプログラムを構築していく。

Copyright © 2025 一般社団法人十勝うらほろ樂舎 All Rights Reserved.

3.目指すことや今後について-アカデメイアと繋ぐ親子留学
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今年度好評だったCHRO回をCXO回として開催、
その他、2回属性限定回、2回通常回として実施を予定。

１ ２ 4 56/25～6/27
属性限定回

7/9～7/11
CXO回

CHROなど
10/1～10/3 10/15～10/17

属性限定回

残り15枠 残り9枠 残り15枠

38/6～8/8

残り15枠 残り15枠

Copyright © 2025 一般社団法人十勝うらほろ樂舎 All Rights Reserved.

3.目指すことや今後について-2026年うらほろアカデメイア予定
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新潟県南魚沼市、魚沼市、湯沢町、十日町市、津南町、群馬県みなかみ町、⾧野県栄村の3県7市町村

事業者名 一般社団法人 雪国観光圏

雪国発越境学習プログラム
帰る旅 地域ビジネス人材

クリエイターズCAMP



企業・自治体人材の
次世代リーダー創出を支援する越境学習
帰る旅プロジェクトから生まれたメソッド（関
係性ビルディング・プロジェクトマネジメント
等）を活用。企業・自治体人材向け研修として
再開発。地域と向き合い、共創からイノベーシ
ョンを起こす次世代リーダーの育成支援プログ
ラム。

多業種・多職種の人材と
「共創」するプロセスを学ぶ
参加者個人が「わたしのパーパス（社会への存
在価値）」を発見し、それを企画・事業に紐づ
け、新たなイノベーションのアイデアを創出す
ることを支援。

次世代リーダー人材に求められる
共創力を育て、イノベーション創出を支援する
多業種横断型の越境学習プログラム

プログラム主旨
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「帰る旅 地域ビジネス人材クリエイターズCAMP」プログラム実施日程・内容

■10/3 参加者合同キックオフ（約2時間）

地域ブランディング編
共創から行うブランディング手法

地域事例の視察会（圏内3か所）
・地域内共創により自社の価値を進
化・成⾧している企業事例を視察。

■10/28-30
コーチング編
自己理解・他者理解／積極的傾聴
プロジェクトマネジメント編
「わたしのパーパス」の探求／
企画アイデア創出
ファシリテーション編
場づくりのノウハウ

■各自 参加者×メンター個人面談会（各30分～1時間）
伴走役のメンター（地域コーディネーター）が不明点、不足点をフォロー

オンライン

現地3日間研修＠南魚沼市

オンラインor現地対面

■11/20-21 成果発表会
参加者各自が企画アイデアを共有、アドバイスを重ねる

現地2日間＠南魚沼市

■11～1月 オプション企画（費用別途）
さらにつながりを深め知見を得たい参加者向けにテーマ別「地域しごと＆地
域のくらし疑似体験イベント企画」を開催、再来訪機会を創出（計7企画）

現地＠圏内エリア再来訪促進のための任意参加企画

プログラム内容
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定性面のアウトプット
• 成果：プログラム開発、人材発掘

既存のノウハウを活かした企業・自治体のビジネス人材向けプログラムとしてのプログラ
ム開発の面、および運営協力人材（メンター兼地域コーディネーター）の発掘・育成につ
いて成果。今後の事業利益拡大のため内部講師の育成も着手中。

• 課題：販売促進の提携パートナー発掘
翌期に向け、多様な業種・職種の企業の参加＋人数の確保のため、地元メディアが手掛け
るUIターン促進事業との販売連携を検討中。
観光閑散期や平日宿泊需要促進の解決策の一つとして期待している。

定量面のアウトプット
• 研修参加者：10名（UU）
• 延べ泊数：22人泊
• 再来訪率：100％

（3回以上来訪：3名）
• 地域内消費額：42万3000円

（1名平均4万2300円）
• 地域コーディネーター：5名創出

成果と課題
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地域名 石川県七尾市・輪島市
事業者名 株式会社JTB 金沢支店

能登半島地震復興ワーケーション事業

― 関係人口から行動人口へ ―
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■背景
・観光・交流人口の減少により地域経済への影響が顕在化
・地域事業者の担い手不足や復興支援ニーズが高まる中、継続的な関係人口創出が課題
・一過性の支援ではなく、企業との継続的な関係構築が求められている

■目的
・企業ワーケーションを通じた復興支援モデルの検証
・「関係人口」から地域と継続的に関わる「行動人口」への発展
・企業と地域の持続的な関係づくりによる復興支援の推進

■事業概要
2024年1月の能登半島地震を受け、石川県七尾市・輪島市において、復興支援や人材育
成に関心を持つ企業と地域をつなぐ復興ワーケーションプログラムを実施。被災地視察
や語り部講話、地域関係者との対話を通じ、企業が地域課題への関与を検討する機会を
創出し、「関係人口から行動人口へ」の実践を志向した取組として実施した。

事業背景・目的・概要
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事業内容（実施プログラム概要）

■事業内容・プログラム構成
・被災地視察（七尾・輪島エリア）
・地域関係者との意見交換
・復興ワーケーションプログラム設計・検討（ガイドスクリプト作成・ガイド育成）
・復興ワーケーションプログラムへの受入調整（輪島市門前・七尾市田鶴浜地区）

■対象・参加状況
・CSR、人材育成、地域貢献に関心のある企業を対象
・参加企業：７社 延べ参加者：約１６３名

■実施体制
・地域団体（能登DMC等）と連携しプログラム運営
・JTBの企業営業ネットワークを活用したプログラム販売
・地域関係者（輪島市門前・七尾市田鶴浜地区）との調整・受入体制整備
・ランディングページ制作とANAのホームページやSNSを活用した事業広報

＜ランディングページ・販促チラシ＞
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事業成果・効果・今後の展開

■事業成果
・企業7社・延べ約163名が参加し、被災地理解の促進および地域交流機会の創出
・地域関係者との対話を通じ、企業の継続的関与の契機を創出
・復興ワーケーションモデルの検証的取組を実施

■地域側の効果
・企業との新たな関係人口創出の可能性を創出
・地域活動への理解促進と継続交流の可能性創出
・受入体制整備による今後の基盤形成につながる取組を実施

■企業側の効果
・CSR・人材育成の実践機会の創出
・地域課題理解と企業活動の接点形成
・継続訪問や地域関与に関する検討意向が

一部企業で確認された

■今後の展開
・企業ワーケーションの継続実施による関係人口の定着・深化
・地域との継続的交流を前提とした受入体制の強化
・復興ワーケーションモデルの他地域展開検討
・企業と地域の持続的関係構築に向けた仕組みづくり
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まとめ

■本事業のまとめ
・能登半島地震後の復興フェーズにおいて、企業ワーケーションを通じた

新たな関係人口創出のモデルを実践
・企業と地域の対話機会を創出し、「関係人口から行動人口へ」のモデル構築に向けた

実践を実施
・地域受入体制整備や継続交流の可能性など、今後の復興ツーリズム展開に向けた

基盤形成に寄与

■今後に向けて
・企業と地域の継続的関係構築を通じた復興支援の深化
・モデルの横展開による持続的な地域活性化への貢献

＜ANA実施広報＞＜ガイドプログラムの様子＞



地域名 ⾧野県千曲川流域/しなの鉄道沿線地域
事業者名 ワーケーションまちづくりラボ（株式会社ふろしきや）

ワーケーション発！
広域”レボ系“プログラムを通した共創HUB
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主体者紹介

【 実施主体：ワーケーションまちづくりラボとは 】

「ワーケーションまちづくりラボ」は、2019年から【ワーケーションは可能性の入り口】と捉

え、ワーケーションでの出会いを通じての様々なプロジェクトを行ってきました。これまで

６年間で計１８回のワーケーション・イベントを実施、700名を超える方に参加いただき、

企業と個人両方の人格で、豊かな出会いを演出してきました。
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取組体制
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キャッチコピー
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取組内容

千曲川流域を舞台に、

企業の［ものがたり］を創る、

そして始める。
私たちは、全国発信や全国展開（海外展開も）を狙った

ソーシャルグッドな挑戦的かつ実験的な事業づくりに

千曲川流域の資源を使ってもらいたい。それが、

［レボ系アクセラレーションプログラム］
※アクセラレーションとは「加速、促進、高速化」などを意味する言葉。

ビジネス分野では企業や事業の成⾧を短期間で促進する取り組みを指します。 
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取組内容
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企業側の参加動機について



プログラム❶［ 思考越境リレーションシップ ］（千曲市／上田市）

❶-A日程：10月16日（木）-17日（金） ／ ❶-B日程：10月30日（木）-31日（金）

＊A-Cは同じ内容、どちらかに参加

プログラム❷ ［ 千曲川資源体感ツアー ］（地域別）

❷-A日程：11月17日(月)-18日(火)（千曲市／上田市）

／ ❷-B日程：11月20日(木)-21日(金)（上田市/東御市／立科町）

＊AとBは内容・地域ともに異なる、両方参加またはどちらかに参加

プログラム❸［ 構想合宿&プレゼンテーション ］（立科町）

12月18日(木)-20日(土) ＊1日程で全日参加のみ

参考：参加費用
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思考越境リレーション

短時間での演出：同じ経験を共有し、相手を知り、自分を曝(さら)け出す
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千曲川資源体験ツアー（資源ハック）

資源を知る：地域の仕掛け人のネットーワークと思いを詰め込む
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構想合宿

プレゼン&フィードバック：短期集中型でブラッシュアップと発表を繰り返す
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参加者のべ

人数東京ガイダンス
8人9月26日@kyobashi TORSO
8人9月27日@3×3Lab Future
12人10月10日@銀座 NAGANO
5人10月11日@seesaw
33人合計

2日目1日目モニタープログラム①
2人3人1回目：10月16日～17日
4人19人2回目：10月30日～31日

29人・日合計
21人・泊宿泊者数

2日目1日目モニタープログラム②
5人5人1回目：11月17日～18日
5人8人2回目：11月20日～21日

23人・日合計
11人・泊宿泊者数

3日目2日目1日目モニタープログラム③
7人6人5人12月18日～20日

18人・日合計
12人・泊宿泊者数

宿泊の人泊は46人泊
全体の延べ参加者は107人・日

人数プログラム外での来訪
4人・日合計
2人・泊宿泊者数
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9つの構想発表（うち5事業紹介）

「スマートICを活用した
観光ハブ構想」

MaaS Tech Japan 清水さん

「日本の文化をサブスクで守る事業」
GooD Pass &Co  山本さん

「地域の助け合いを作るライドシェア」
合同会社エストラン 須田さん

「社員のエンゲージメントを
上げる温泉街の活用」
日本電算企画 吉本さん

「地域産業の人手不足を
解消する」

⾧野県観光機構 北林さん
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今後の広がり：アライアンス構想



「ラーケーションの日」と
ワーケーション連携による

第２のふるさとづくり

地域名 三重県大台町
事業者名 大台町子どもプロジェクト推進協議会
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実証内容：企業（トヨタ自動車）単位で反復来訪する仕掛け

１．学校公休制度「ラーケーションの日」で
社員家族の平日来町

２．地域ボランティア活動（第２の担い手）

３．来町する強い理由トヨタ三重宮川山林

【継続的な来訪動機】
「見えない学力・非認知能力」教育効果実感
自己成⾧・ウェルビーイング
社有林の資産性
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実績

【設定日程】
・計7シリーズ・25日間
・「ラーケーションの日」対応：月金13日間）
【催行】
・5回（内1泊2日1回）・19名（内宿泊3名）
・反復来訪2名 反復率14％ （2回・5回）
・ラーケーションの日 0組
【理由】
・企業内の３つの部署との連携を試行
・実施期間が約2か月と短期
・冬期という環境がリスク
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実績写真 ：自然体験・地域貢献ボランティア・社有林・生物多様性

満足度
100％

再来訪
希望

100％
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地域の変化

１．「第２の担い手」の必要性
と実効性の証明

２．「教育・問題解決型」観光
という新領域

３．町観光振興計画に
「ラーケーション」や

交流人口が明記
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考察：再来訪観光から継続的第２のふるさと化への飛躍に必要なもの

１．観光以上・移住未満の第２の担い手経験

２．地域貢献のプロジェクト化（出番と居場所）

「消費を待つ観光」から「地域維持の仕組み」
としての観光（貢献型観光）へのシフト

【課題】
・ボランティアの有料化へのジレンマ
・交流空間や拠点（共有知の場）の創造
・地域、行政の理解深化
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次年度実施

【トヨタ自動車連携】

１．労働組合連携が実現へ 7月開催
冬季除く四半期ごとの実施

２．ラーケーションとラーケーションの日検証

【行政地域連携】

１．近消滅集落とのプロジェクト

２．観光事業者との地域勉強会



地域名 島根県隠岐郡
事業者名 海士町

離島医療の魅力化による
関係人口拡大PJ



事業背景・解決したい課題

〇事業背景
海士町はこれまで様々な交流事業に取り組んできたことから、企業と連携協定を締結し、地

方創生に取り組んでおり、現在、10名程度の地域活性化企業人を受け入れている。しかしなが
ら、いずれも観光や商工を中心とした分野であり、医療に関しては連携協定や、二拠点居住と
いった関係人口の構築までには至っていない。離島などの過疎地域において医療人材の確保は
住民がその土地で住み続けるためには不可欠なものであり、都市部の医療人材や医療関係の法
人等が離島をはじめとする過疎地域を第２の拠点（ふるさと）として関り続ける仕組みを構築
することは、地域の持続性につながるだけでなく、多くの患者に対応しなければならない都市
部の医療人材にとっても、人口規模の少ない地域で患者一人ひとりと向き合う体験は、仕事へ
のモチベーション向上や人材育成にもつながるものである。

〇解決したい課題
海士町では、令和６年度まで２名の常勤医師体制で30年近く安心安全な医療の提供（医師の

交代制による救急体制をとり、365日24時間の医療体制を確保）してきたが、医師の働き方改
革や島の医療体制の持続可能性の観点からは、海士町に定住する常勤医師だけでなく、関係人
口として関りのある医師（住民の安心の観点から、関係性のある医師の継続的な関わりが重要
）を代理診療等で定期的に関わってもらいながら、複合的・持続的な医療体制の構築が求めら
れる。
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事業背景・解決したい課題

離島医療に
おける医師

不足

持続可能な
医療体制の

構築

都市部医師
との関係人

口形成

医療×観光
の新たなモ
デル創出
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事業概要

海士町とすでにかかわりを持ち離島医療のために派遣を実施してい
るような医療関連法人のネットワークを対象に実施し、複合的・持続
的な医療体制の構築が求められる。

①医療人材を対象に離島医療会議のようなへき地医療の現状や課題を
学ぶ研修機会の提供
②観光協会等と連携し離島の自然や文化に触れることで心身を整える
観光体験の提供
③診療所における代理診療を行うことでへき地医療に実際に携わる機
会の提供

これらを組み合わせる（医師のワーケーションとしてパッケージ化す
る）ことで、医療人材や医療関連法人と海士町との関係性を高め、持
続的な医療関係者の還流を促すことで、観光振興と持続可能で安心・
安全な離島医療環境の充実との両立を目指す。



事業概要

離島医療の現状・課題を学ぶ機会
（研修・離島医療会議等）

離島の自然・文化を感じる機会
（観光・宿泊）

離島の診療所で実際に働く機会
（代理診察等）

働くことでお金を"稼
ぐ"

【仕事で地域に貢献】

観光でお金を"使う"
【消費で地域に貢献】

地域でお金が循環

想いのある医師にアプローチ

関係人口である医師のワーケーション

海士町公式アンバサダー制度や離島医療会議を通して関係性を継続

持続的な医療関係者の還流を促す
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取組の成果

①離島医療会議の開催
令和8年1月30日に三重県伊勢市で離島医療会議を開催。(次の日はフィール

ドワークも実施。)これまで隠岐だけで開催してきたが、他の離島を巻き込ん
だ離島医療の課題等の情報発信・関係者への共有の場として実施。これにより、
共通の課題を抱えているネットワークの構築、離島間の連携した医療体制の構
築を目指す。



・MaaS車両（オンライン診療）見学の様子

・答志島オンライン診療視察の様子

取組の成果
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取組の成果

②観光体験の提供
隠岐ユネスコ世界ジオパークの眼前に広がる手つかずの地球（ジオ）の風景

を満喫。自転車で島を一周するなど、ちょうどいい島のサイズ感、生活感を味
わう機会を創出し、ワーケーションによる島での時間の満足度を高めていく。
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島のさんぽみち(隠岐神社周辺)

隠岐島前プライベートクルージング 体験ダイビング

夜の隠岐神社まいり

取組の成果
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取組の成果

③離島医療の提供(代診)
診療所として島外の医師の代理診療の受け入れを行うとともに、円滑な受け

入れに向けて、医療DX（ICTによる医療・ヘルスケアの充実や医師・看護師の
働き方改革等）の推進により、魅力的で持続可能な医療体制の構築を図る。
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取組の成果

〇取り組みの成果と課題（定性的なアウトプット）
世界ジオパークに認定されている自然や伝統文化等の観光体験を通じて、医

師の関係人口が増え、海士町において代理診療が可能な医師（法人からの派
遣・紹介を含む）を複数名確保することができた。また、代理診療医師の滞在
期間について、⾧期間（２～４週間）も可能となっており、医療体制の充実に
加えて、宿泊施設や飲食店を含めて観光面での経済効果も高まっている。

〇取り組みの成果（定量的なアウトプット）
・来訪者、再来訪者：3人(医師)
・延べ宿泊数：７０人泊
・地域消費額：２，０００，０００円
⇒関係人口医師の確保に向けて連携実績のある企業：３社(新規1社、既存2社)

次年度以降は、企業とワーケーション事業を実装へ



165

課題

・今後、持続的な体制を構築するために民間と連携した複数年度に体
制作りが必要。今回の事業のおかげでその体制づくりを図ることがで
きた。さらに、町としてアンバサダー制度という寄附、投資による町
の事業支援、つながりを持つことができていることから、DXの活用
(電子通貨によるふるさと納税支援、流用、情報発信)による再来訪に

向けた仕掛けを続けていく。

・決裁等から企業のトップの方との関係構築がなければ意思決定まで
に時間がかかってしまい、地域課題への対応が遅れてしまう懸念も。

・フェリーの船員不足という離島における雇用、労働に対する別の条
件から船の減便などから来島への参加の制約となり、関係人口の交流
機会を減らすきっかけにならないか。



「観光まちづくり」で企業のミライを

コトひらく町・琴平

地域名 香川県仲多度郡琴平町
事業者名 株式会社地方創生



事業目的

1背景

琴平町では「個人」の関係人口づく
りは進んできたが、「企業」目線で
の関係人口創出はまだ動線づくりが
不十分。観光まちづくりを軸に、企
業との新しい関係構築が必要。

仮説

企業ごとにニーズをカスタマイズし
た滞在プログラムを設計すれば、「
観光まちづくり」を軸に企業の反復
来訪と地域への還元が実現できるの
ではないか。

ターゲット像

琴平が目指す「観光ま
ちづくり」に共感し、
観光分野への新事業や
人材育成に注力したい
企業層

主要KPI

参加企業数：5社以上
宿泊事業者の収入増加：100人泊以上
参加者の再来訪意向度：90%以上
PRイベントからの来訪希望企業：5社以上
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「旅マエ → 旅ナカ → 旅アト」の一気通貫モデル

→ →

旅マエ

企業ヒアリング
課題・ニーズの把握
カスタマイズ設計
行程・コンテンツ提案

旅ナカ

初回：地域関係者との
関係構築・課題発見
2回目以降：企業テー
マ
に基づく実証・検証

旅アト

参加者アンケート
企業担当者とのMTG
ネクストアクション設
定
継続的な関係構築

受入環境の整備

宿泊拠点：コトリコワーキング＆ホステル琴平 / コトヒラクラスカ 交通：高速バ
ス乗り放題チケット / 琴平mobi 地域コーディネーター：3名育成

事業の全体設計

168



写真

新規事業実証

カヤック（神奈川）
音声街歩きガイドを通
した関係人口化 / AI活
用の採用支援サービス
検証。

Arinos（東京）
CVC（コーポレートベ
ンチャーキャピタル）
を活用した地域事業の
成⾧支援モデルの検証。

人材育成・組織開発

関西電力（大阪）
リトリート型研修の共同開発 / ワーケーションプログ
ラム。内省と対話を重視した滞在プログラムを設計・
実施。

地域共創・関係人口

TABIPPO（東京）

地域事業者11社との特
典提供の仕組みを構築。

chikaken + 和平
竹あかりイベントでナ
イトタイムエコノミー
創出。地元住民・ボラ
ンティアとの協働。

共創プログラム
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参加企業数

6社
目標5社 → 達成

延べ宿泊数

97人泊
目標100人泊（97%）

PRイベントでの
来訪希望

8社
目標5社 → 達成

延べ参加者数

46人
（実人数31人）

再来訪率

35.5%
2回:6人 / 3回:5人

地域消費額

約122万円 （概算）

コーディネーター育成
目標3名 → 3名達成。
新規採用1名が着任し、複数企業の並行受け入れ体制が整備された。

成果
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1 地域事業者との共創

TABIPPOの仕組みによ
り地域事業者11社と特
典提供が成立。
chikakenの竹あかりイ
ベントで参道のライト
アップが実現し、ナイ
トタイムエコノミーが
出現。

2 官民連携の強化

関西プロモーションイ
ベントに琴平町⾧が登
壇。行政と事業者が一
体となった企業誘致の
対外発信が実現。参加
者の81.6%が共創に前
向きな回答。

3 関係人口の多様化

6社の企業社員が地域
住民・事業者と交流す
る機会が増加。琴平町
を「第２のふるさと」
として認識する関係人
口の裾野が広がった。

関西プロモーションイベント実績

参加45名 / 満足度9.08点 / 共創意向81.6%
個別相談希望 8社を獲得

成果 ― 地域に起きた変化
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1 再来訪のハードル

担当者レベルの熱意だけでは、組織としての意思決定と予算確保に届かない。初回
来訪のみに留まった企業もあり、第2回以降の継続来訪の導線づくりが課題。

2 コーディネーターの質と量
企業ニーズに合わせたカスタマイズ型のコーディネートは高いスキルが求められる。
プログラムを設計・運営できる人材の育成と、地域内連携のさらなる強化が不可欠
。

3 自走化の収益モデル

持続可能な事業構造への移行が必要。コーディネート料の収受モデルへの移行に際
し、企業に付加価値を納得してもらう設計が求められる。

課題
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課題：再来訪 → 意思決定者の早期巻き込み

初期段階（イベント・問い合わせ・初回打ち合わせ）から意思
決定権者をプロセスに巻き込み、来訪目的の設定・予算確保・
社内合意形成を早期に進める体制を整備。

課題：人材 → 4種類のパッケージ型プログラム
①共創視察（役員、新規事業開発担当者）
②次世代リーダー研修（管理職）
③若手向け主体性開発研修
④チームビルディング研修

課題：収益 → 自走化モデルへの段階的な移行
適切なコーディネート料を設定をするとともに自走化への段階
的な移行を進める。都市圏でのパートナーとの連携による参加
の企業開拓や関西圏などでのPRイベントの継続、既存参加企
業からの紹介で販路拡大を図る。

次年度に向けて
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